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 論文題名 
The influence of anesthesia on Cortico-cortical evoked potential monitoring network 








CCEP へ与える影響はまだ不明な点が多い。本研究では全身麻酔が与える CCEP の
振幅、潜時への影響について検討した。                                       
   
 研究方法   
対象は当院で術中に CCEP測定を行った覚醒下手術症例 20症例（男性 8例、平均年
齢 55.7 歳(29-80 歳)、腫瘍性病変 18 例、難治性てんかん 2 例）である。病変摘出前
に前頭葉と側頭頭頂葉に電極を留置し弁蓋部/三角部に留置した電極に 1Hz の皮質電
気刺激を行い側頭頭頂葉の電極で CCEP を記録した。術中麻酔は propofol と
remifentanil で管理し、得られた CCEP 波形から振幅・潜時と BIS 値との関係を検
討した。全身麻酔下を BIS<65, 覚醒下を BIS>80 と定義し、全身麻酔下と覚醒下で
の CCEP振幅と潜時を比較し変化率についても検討した。                                     
 
研究成績及び考察 
全 20症例で BIS値の上昇と比例して CCEP振幅の上昇を認めた。一方で覚醒下での
CCEP 潜時は全身麻酔下と比較し 5 症例で延長を認め、15 症例で短縮を認めた。




くてはいけない。同じ神経モニタリングとして motor evoked potential は propofol
の影響により GABA 受容体のシナプス後電位が活性され振幅が低下すると言われて
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論文題名 
The influence of anesthesia on cortico-cortical evoked potential monitoring 
network between frontal and temporo-parietal cortices. 
（全身麻酔における皮質-皮質間誘発電位への影響） 
結果の要旨 
全身麻酔が皮質−皮質間誘発電位(CCEP）の波形へ与える影響について検討した。麻酔深度
が深くなるにつれて振幅は低下するといった結果が得られた。CCEP は言語機能モニタリ
ングとしての有用性が期待されており、全身麻酔下でモニタリングとして使用する際には
麻酔深度についても考慮しなければいけないことが示唆された。 
上記内容は博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
